
     

No４３  平成２３年２月１３日（月） 

本校の推薦入試に秀峰五期生を目指す１３１名が臨みました。・・・７日（火） 

 
受検生のために笑顔で清掃１年 

○前日は１・２年生が、受検生のた

めに、検査会場を一生懸命に清掃し

ました。気持ちよく受検できたと思

います。当日は、インフルエンザの

影響が心配されましたが欠席０で、

作文・面接が無事終了しました。 

合格内定通知は、明日１４日（火）

９：００～になっています。 

 

朝早くからの準備もご苦労様 

☆本校では、推薦合格内定者に対して、国語・数学・英語及び学科に関する課題を与えています。そ

の理由は、入学後、あらゆる面でのリーダーシップを発揮してほしいとの思いからです。内定後の期

間を一足早い高校への準備期間として大切にし、しっかり取り組んでいってほしいです。 

 

男子ハンドボールが、全国大会の出場権を獲得！・・・３月２５日～３０日岩手県で開催 

○沖縄県八重瀬町で、３日（金）～５日（日）に開催された九州

高校選抜大会で、１回戦に敗れ、敗者復活戦で勝って５位という

ことで、全国大会出場権を獲得しました。苦しい戦いでしたが、

きっと、全国大会に向けてのいい経験をしたと思います。全国大

会までにさらに競技力アップを図るでしょう。女子は７人という

最小人数で臨みましたが善戦し、今後に生かすことと思います。  

（男子）１回戦 秀峰 ２３－２７ 瓊浦（長崎）  敗者復活戦 秀峰 ３４－２０ 佐賀清和    

全国大会出場権獲得決定戦 秀峰 ３３－２８ コザ（沖縄）・・・５位 

（女子）１回戦 秀峰２６－３５ 国分（鹿児島）・・・２位グループのため、敗者復活戦はなし。 

 

全国制覇した先輩たちの伝統を１・２年生がしっかり引き継いでいます。・・・沖縄での出来事 

☆５日（日）代表決定戦が終わり、宿舎に帰って夕食までの２時間、国際通りでお土産などを買うた

めの自由行動の時の様子を見ておられた方（小林工業高校機械科卒業、千葉県在住 野球部）が、感

動して、７日（火）に学校に電話をくださり、コーチの川野先生が話を聞きました。その内容です。 

私用で、沖縄のホテルに泊っていました。５日の夕方、国際通りを観光している途中で、 

小林秀峰高校のジャージを着た生徒さんたちに会い、後ろを歩いていました。２列縦隊で、

元気よく挨拶する姿や、広がって邪魔になりそうになると、お互いに声を掛け合う姿に感 

動して、話しかけました。全国大会に出場することも聞きました。素晴らしい指導だと思い

ます。頑張ってください。いてもたってもおられず、電話しました。 

○「日本一」となった北林監督、永野監督への小中学校の立志式等での講演依頼が殺到しています。 

先日も、永野監督が、志和池中立志式で講演したことが、新聞に掲載されていました。その内容抜粋。 

 「心に描いた夢は、必ず実現する」と題して    ※新体操部員による演技の披露もありました。 

   ・「夢の実現のためには、基本を大事にすること、感謝の気持ちを持つことが必要」 

   ・「勉強でも部活でも、悩みから逃げず前向きに立ち向かえば、夢を実現することができる。 

     目標を持って頑張ってほしい」・・・と、中学生にエールを送る。 

平成２３年度 宮崎県産業教育振興会 第２回運営委員会が開催されました。・・・８日（水）午前 

 

○平成２３年１２月末現在の県立高校の就職内定率は 87.1％で、前

年度より＋4.3％である。県内就職内定率は 88.6％で、前年度より

＋7.4％であり、県内企業の協力に感謝している。（学校政策課長） 

企業代表２名と学校側６校の話の中で、「インターンシップの期間

の延長について、企業は相談に応じる」「生徒の研究発表の機会を 

もっと積極的に設けるべきである」など、今後の産業教育の充実の 

ためには、どのような手立てが必要かが話されました。 

☆企業と学校の連携強化には、進路対策専門員の力が大きいことを企業にも認識してもらいました。 

秀峰通信『啐啄』 



１・２年生に対して商業科・経営情報科の進路体験発表会を行う。・・・８日（水）、初めての試み 

○７分野（①事務②サービス・販売③医療事務④IT・コンピュータ⑤短大（保育）⑥４大（経済・情

報）⑦公務員）で、進路が決定した３年生の代表と１・２年生とのパネルディスカッションや座談会

は、先輩たちの苦労や後輩へのアドバイスを聴くことができたいい機会になったようです。特に、２

年生の進路に対する意識が高まってきたようです。「早めの進路決定」に役立つ取組となりました。 

 

①②失敗談など、かなり参考に 

 

③１・２年生から質問あり 

 

⑤３年生が後輩に熱く語る 

 

平成２３年度小林市産学官交流会が開催されました。・・・８日（水）本年度が第１回 

 

本校電気科３年課題研究発表 

○産業・学校・行政の情報交換・

連携強化及び地元就職希望者の

支援を目的に、７４名の出席者

の下、交流会が開催されました。

研修会の中で電気科３年が取り

組んでいる農工連携の一つ「植

物工場」の研究発表をさせても

らい、生徒のことをよく知って

もらういい機会となりました。 

 

企業の方々が熱心に聴かれる。 

☆参加された企業の中には、本年度の本校生の就職内定先もあり、今後のことについて、直接お話し

を聴いたり、お願いもしたりできました。来年度は求人票が出される前の７月に交流会が開催されれ

ば、企業にも学校にも効果的ではないかと思います。交流会が今後充実していくことを期待します。 

 

「宮崎県立高等学校教育整備計画（基本計画）」（案）に「目指す高校生像」 

○基本計画等についてのパブリックコメント（意見募集）が２月２７日（月）まで実施されています。 

詳細については、県のホームページを見てください。今後１０年間の「魅力と活力ある宮崎の高等学

校教育の創造」について、教職員、保護者、地域の方々など、みんなで考えていきたいものです。 

◇ 夢や希望を抱き、生涯にわたって自己実現を目指す高校生 

◇ ふるさとを愛し、地域や社会の発展に主体的に参画する高校生 

◇ グローバルな視野をもって考える高校生 

魅力と活力ある 

宮崎の高等学校 

教育の創造 

 

文字力週間になっています。（朝自習で実施）・・・８日（水）～１４日（火） 

○本年度第４回目が、教務部担当で実施されています。就職や進学

において、基礎学力の一つとして「文字力」は大切だと思います。 

３年間に、意欲的に文字力アップに取り組むことで、漢字検定試験

にも挑戦し、資格も取得してほしいです。今後も、全教員で取り組

んでいくためには、これまでのように、教務部が担当で、国語科に 

教材等の協力を依頼し、学級担任・副担任が直接、生徒の取組に携

わるという形が組織的に取り組む最善の方法ではと思っていますが  

論文指導等、その他の取組も含めて、全教員による組織的な取組の在り方について検討してください。 

☆8:15 からの 10分間、文字力に集中して取り組むことになっていますが、遅刻者が多いようです。 

文字力週間の時だけでなく、日頃の朝自習についても、「時間厳守」を徹底する必要があるのではない

でしょうか。生徒への指導だけでなく、学校と家庭との連携で、時間の大切さを訴えたいものです。 

※学年会等で、8:15 登校の実態を把握して、次の学年への準備期間の内に、遅刻防止のための対策を 

みんなで協力して、行ないたいものです。（保護者も参加の今週の校門・立ち番指導もいい機会です。） 


